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気候変動の脅威
2019年10⽉上旬 台⾵１５号

 台⾵15号︓中⼼気圧960hpa、最⼤⾵速40m/sの強い勢⼒。10⽉9⽇未明、千葉市付近に
上陸。千葉県を中⼼に関東地⽅に甚⼤な被害。

 被害総額︓267億3500万円。うち、ビニールハウスの倒壊・損壊が147億2000万円。

 ⼤規模停電の発⽣︓約93万軒（千葉県（約64万軒）や神奈川県など。強⾵による⾼圧鉄
塔2本(君津市)の倒壊（約11万軒の停電）

 復旧までに⻑期間︓倒⽊による多く電柱（2000本）の損壊。停電解消まで約16⽇間。

 太陽光発電システムがある家庭では「停電の影響を免れた」との声。

 電気⾃動⾞(EV)やプラグインハイブリッド⾞(PHV)、燃料電池⾞(FCV) の⼤容量蓄電池が
⾮常⽤電源として活躍。

⽇産⾃動⾞やトヨタ⾃動⾞:千葉県に電動⾃動⾞を派遣し、⽀援。

→電動⾃動⾞の普及により、こうした災害に対処できる住⺠が増えることが期待。

→現在の電⼒システムの持つ課題と
分散型エネルギーの有⽤性・必要性が明らかに



気候変動の脅威
2019年10⽉中旬 台⾵１９号

 台⾵19号︓中⼼気圧955hpa、最⼤⾵速40m/s、暴⾵域の直径650km。

 12⽇夜、伊⾖半島上陸、関東地⽅を通過し、東北地⽅を13⽇未明に抜けた。

→台⾵15号に⽐べ⾮常に広範囲に甚⼤な被害。

 気象庁︓1958年の「狩野川台⾵」に匹敵すると警鐘、警戒呼びかけ。

 鉄道会社︓計画運休。企業や飲⾷店︓臨時休業。⼤⼿携帯キャリア三社︓移動電源⾞の
配備や無料充電サービスの実施。千葉県南房総市︓県から発電機18台を借り上げ、各地
域に配置。

 全国7県７１河川で１４０か所の堤防が決壊。千曲川の氾濫により、⻑野市ほか複数の
市で浸⽔被害。⻑野新幹線⾞両センターの北陸新幹線120両が浸⽔。福島県の阿武隈川
が氾濫。被害は、東⽇本の広範囲に。

 ⼀⽅、埼⽟県では、全⻑6.3㎞の巨⼤な地下放⽔路（⾸都圏外郭放⽔路）が河川の氾濫を
最⼩限に留め、完成に18年を要した治⽔対策が役⽴った。

⇒今後異常気象の頻度は増えると⾒込まれ、
治⽔の在り⽅、居住地の在り⽅など、⽇本のまちづくりに
ついて、真剣に取り組むべきことを考えさせられる災害。



狩野川台⾵ １９５８年9⽉21⽇発⽣、台⾵２２号

中⼼気圧877ミリバールを観測

当時、台⾵のみならず最低気圧の世界記録。

中⼼付近の最⼤⾵速︓100メートル。

直径15キロメートルの極めて明瞭な台⾵の眼

最盛期は⾮常に⻑く、中⼼気圧が900ミリバー
ル以下であった期間は概略で48時間。

⽇本本⼟に接近する頃になると急速に減衰。

⽇本付近に横たわる秋⾬前線を刺激し、東⽇
本に⼤⾬を降らせている。

狩野川で⼤きな被害。



 出典︓気象庁

⽇本近海の海⾯⽔温の分布 [℃]



現状では世界的な平均気温が3℃上昇する⾒込み

現時点では、産業⾰命以前と⽐べて、世界的な平均気温が約1℃上昇している。



1.5℃に抑える必要性 (IPCC 1.5℃レポート)

1.5℃の上昇に抑えられた場合 影響の分野 2℃上昇の場合

（2℃上昇に⽐較して。
以下同じ。）

（1.5℃上昇に⽐較して。
以下同じ）

◎ 少ない 熱波や豪⾬などの極端現象 × 多い

〇 10ｃｍ程度低い 2100年までの海⾯上昇 × 10ｃｍ程度⾼い

◎ １０００万⼈ほど少ない 海⾯上昇の影響を受ける⼈ × １０００万⼈ほど多い

◎ 少ない。サンゴ礁は70−90％減
少

⽣物多様性のロス、種の絶滅 × 多い。サンゴ礁はほぼ絶滅。

◎ 東南アジア、中央アメリカ、南
アメリカで減少の割合が少ない

主要穀物の⽣産量の減少 ×

◎ ５０％少ない より厳しい⽔不⾜にさらされ
る⼈

× ２倍

◎ 少ない 漁業や漁業者の暮らしのリス
ク

× 多い

◎ 数億⼈少ない ２０５０年までに気候関連リ
スクや貧困の影響を受けやす
い⼈

× 数億⼈多い



これより「ネット・ゼロという世界 2050年⽇本」
という、現在研究中のレポートから、ネット・ゼロの
可能性（定量分析）とネット・ゼロの世界（定性的記
述）を概観いたします。

もとより30年先の未来の話であり、2050年の⽇本が
そうならなかったからといって、責任を負いかねます
こと、予めご承知おきください。



１００年前の将来予測
報知新聞 「⼆⼗世紀の預⾔」1901年1⽉2⽇、3⽇

国⽴国会図書館所蔵



１００年前の将来予測 報知新聞 「⼆⼗世紀の預⾔」1901年1⽉2⽇、3⽇

預 ⾔ ◎ △ ×

評価は、講演者の主観による

機関⾞は、冷暖房完備となり、東京神⼾を2時間半で結ぶ

都会では、電⾞が街路を去り、地下や空中を⾛るようになる

欧州の戦場に⾏かずに、天然⾊の写真を添えて、東京で最新の戦争記事が書けるよう
になる

⼗⾥離れたところにいる恋⼈と愛をささやくことができる

⼿元の商品図録を⾒ながら、その場で買い物ができ、地中管で配達される

世界⼀周は、7⽇間でできるようになる（当時は⼋⼗⽇を要した）

天災の予測が１か⽉前に可能となる。台⾵は⼤砲で⾬と為す

薪炭⽯炭枯渇し、電気が燃料となる

電気を以て野菜を育てる

蚊や蚤が絶滅する

⽝猫猿と⾃由に対話できるようになり、⽝が⼈の使いで歩き回る

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓



イラスト制作：ad-manga.com



最終エネルギー消費量削減ポテンシャル推定
の考え⽅

社会変化に伴うエネルギー必要量の変化

注︓社会変化を想定していることから、エネルギー必要量が減少しても、
⽣活⽔準を上げることができる。



社会変化のドライビングフォースとエネルギー需要



将来のGHG排出量を⼆つのシナリオから⽐較

トランジションシナリオ︓ 抜本的な社会変⾰が起きる
ロックインシナリオ︓ 社会変⾰がほとんど起きない
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各シナリオの化⽯燃料輸⼊量
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ネット・ゼロ社会における⼈々の考え⽅と⾏動、
社会変化 （総論）

所有価値から機能価値へ

都市形態、インフラ整備の変化（⼈⼝減少が資源・エネ
ルギー⾯で⼤きなインパクト）

頻発する気象災害から安全・防災意識の⼀層の⾼まり

移動形態の⼤きな変化（電動化、公共交通の利⽤促進）

ライフスタイル・ワークスタイルの変化

循環型社会、共有経済(Sharing economy)の浸透



「所有価値」から「機能価値」へ

⼈々が重視する価値の転換が進み、同じ効⽤を得るために必

要となる資源やエネルギーが社会全体で⼤きく減少

環境⾯での合理性の重視

モノやサービスの購⼊に際して、価格の安さ（経済的合理

性）だけでなく、環境⾯での価値が⾒極められる（環境⾯で

の合理性）。こうした需要をマーケティングに恒常的に活⽤

⇒供給されるモノやサービスが需要に⼤きな影響を受ける。

炭素の社会的な費⽤コスト（Social cost of Carbon）が広く
認識され、相応の炭素価格（カーボンプライシング）が導⼊さ
れている。



製造の⽣産性の向上

循環経済化でサプライチェーン全般にわたる効率化が進む。

精度の⾼いマーケティングときめ細かな販売⽅策（ダイナミッ
ク・プライシングなど）により売れ残りは激減する。

在庫管理の⾯でも時間的・空間的に最適化が進む。

再⽣可能エネルギー

国際的な再⽣可能エネルギー価格の低下により、化⽯燃料

由来のエネルギーに対してコスト⾯でも競争⼒が⾼まり最⼤限
に活⽤されている。

電気⾃動⾞

世界規模での市場拡⼤を受けた蓄電池価格低下などにより最⼤
限に導⼊されている。



時間の価値を重視

☑AI、IoTによる効率化やロボットによる代替等

⇒家事、買い物などの時間が⼤幅に短縮。

☑乗換えの効率化、最適な⼿段・経路の提⽰

⇒時間が相当程度短縮。移動中にVR⼩旅⾏、3Dドラマも。

休⽇や⾃由時間の増加

⇒⾃⼰実現に費やすことのできる時間の増加。



上質な空間への要求の⾼まり

☑滞在する空間の、占有部分の広さ、快適さ（静⾳の保持、

振動の少なさ）、通信の安定性といった質を重視。

☑座って乗れる公共交通機関

天候変化への備えの⾼度化

⇒気象の予測やリアルタイムでの情報が詳細なメッシュで

発信され、交通機関の対応も含め急な天候変化に備えられる。

量⼦コンピューター

⇒電⼦計算に必要なエネルギー消費量が⼤幅に減少



イラスト制作：ad-manga.com

都市と地域の構造



都市と地域の構造の具体的な変化

認識の変化︓⼈⼝増加に伴う都市拡⼤から、⼈⼝減少によ
る都市の縮⼩へと発想や認識が⼤きく変化。

安全・安⼼を含め⽣活の質を多くの⾯から⾼めたいとの意
識が拡⼤。

新たな社会資本の選択・整備︓⼈⼝減少による⾮居住地拡
⼤を、新たな街の創造の機会と捉え、効率的な再構築が進
む。

環境⾯での⺠意の反映︓個⼈レベルの活動の限界を超え、
地域社会・コミュニティーとして、エネルギー効率向上や
燃料転換が可能となる街作りが進み、インフラも公平に選
択される。



社会インフラの選択と集中︓

質の⾼いメンテナンスが⾏われている道路や駐⾞場に
は太陽光パネルが敷かれ、無線給電も。

農地周辺ではソーラーシェアリングや野菜⼯場の導⼊
が進む。再⽣可能エネルギー発電事業と⾼品質の野菜
の販売事業が複合したサービスが広がり、都市郊外や
地⽅都市（農地、⼭間）における地産地消が進み、雇
⽤の下⽀えに貢献し、地域経済が活性化している。
（地域循環共⽣圏）



街のコンパクト化︓

☑⽣活に必要なあらゆるサービスが徒歩圏内で賄える。

☑通勤や娯楽の移動には、⾃動運転化され、最適な停留
場をAIがリアイルタイムで指⽰するバスや電⾞を利⽤。
乗客数に合わせて客室部が分割されるなど、エネル
ギーの無駄が極めて少ない公共交通サービスが⼀般化。

☑到着時間や健康増進など、その⽇の気分や⽬的に合わ
せて、交通⼿段（徒歩、⾃転⾞含む）やルートを最適
化したプランが選択でき、⽣活の満⾜度が⾼まる。



⼀部の未利⽤地︓植林やCO2直接空気回収貯留
（ DACS: Direct Air Capture and Storage）など
のネガティブ・エミッション技術の拡⼤のために利
⽤されている。DACSは、安全性が確認された貯留
適地周辺（沿岸部や居住者のいない内陸部）でプラ
ント設置が進み、熱源は太陽熱やガス燃焼（CCS付
き）で補われている。

安全安⼼︓気候変動適応や防災の観点から、都市と
地域の脆弱性を踏まえた住宅や産業インフラの再構
築が進み、⼭間部、河川流域、沿岸部に⾄るあらゆ
る場所のレジリエンスが向上し、安全・安⼼な⽣活
空間が創出されている。



イラスト制作：ad-manga.com

暮らし



暮らしの変化の具体的事項

デバイス︓ウェアラブルや超⼩型チップ、⾼精度のセンサーな
どにより個⼈の識別が正確化、迅速化。VRなど新たな機器によ
り、認証、購買、健康状態の確認など様々な⾯で⽇常⽣活にお
ける変⾰、効率化が進む。

移動︓⾼性能の⾞いす、⾃⾛式の機材や靴、動く歩道・パネル、
⾼齢者の移動が確保できる製品などの開発が進み、移動の形態
が多様化する。

健康志向︓健康寿命の伸⻑が個⼈レベルで求められ、健康志向
が⾼まる。ウェアラブル機器が体調を把握し、ディープラーニ
ングによって、各個⼈にフィードバックされるため病気の予防
が進んでいる。⽣活習慣病の予防はごく普通になり、過⾷が避
けられ、市場に出回る⾷材も健康⾯で良いものが増えている。



⾼度な循環型社会︓「捨てる」ことによるコストが個⼈レベル
で適切に認識される。また外部性（処理費⽤等）が価格・⼿数
料などに適切に組み込まれるなど制度的、技術的な対応と相
俟って、個⼈においては、使い捨ての習慣から、社会レベルで
は、⼤量廃棄するシステムからの脱却が図られている。

防災︓現在より台⾵や豪⾬の強度が⾼まり、がけ崩れ、道路の
通⾏⽌め、停電・断⽔など⽣活インフラの⼨断が頻発。

⇒災害に対する⾃治意識が否応なしに⾼まっている。⽣活の安
全確保の観点から家庭でエネルギーを⾃⽴的に確保できること、
また仕事についても災害発⽣時にはその影響を最⼩限にとどめら
れる柔軟な勤務形態などがとられるようになっている。



想像・創造してみよう ＠J⼤学

暮らし︓どんな暮らしをしているか・したいか

技術・エネルギー︓どのような技術・エネルギーが発達
しているか

⾷︓どんなものを⾷べているか・⾷べたいか

移動︓どのように移動しているか

買い物︓どのように買い物をしているか

街並み︓街、道路、ビルはどのようになっているか



ご清聴有難うございました。

ＩＧＥＳ ＩＣＣＴ（気候変動統合チーム）
ネット・ゼロ・ジャパン
担当︓栗⼭、有野、川上（統括）


